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Ⅰ．はじめに 
本研究の背景となる中国では、2010 年現在の総人口は 13 億 7053 万人のうち、60 歳以

上の高齢者の人口は 1 億 7765 万人で、総人口の 13.26%を占める 1）。1970 年代から、「計画

生育」政策（いわゆる「一人っ子政策」）を中国全土で実施されたため、現在の中国社会は

「4,2,1」という核家族化による一人っ子の親世代の扶養問題を抱えている。すなわち、一

人っ子同士結婚する場合、仕事や育児と同時に、4 人の親の面倒も見なければならない。

しかし、居住地が遠いなどのため、両方の親の面倒を見るのは物理的に不可能である。一

人っ子の親世代は間もなく退職期を迎えようとしている。これから考えて老後に自分自身

の自立度が低下した場合に子どもの世話になれる保証はない。高齢者扶養リスクの増大は

すでに一人っ子親世代の最大の心配事となっている 4）。一人っ子の親世代の老後不安に対

する研究は急務の課題である。 
 
Ⅱ．研究の目的と意義 

本研究の目的は、中国都市部における一人っ子の親世代である公務員の老後不安の内容

とその不安感に影響する要因を明らかにすることである。 
本研究の成果は、基礎資料として公務員の老後不安の軽減策を作成することの一助にな

ると考える。また、一人っ子の親世代の老後不安を解消することは、子世代の負担も軽減

することにつながると考えられる。 
 
Ⅲ．研究方法 

2011 年 2 月 1 日から 2011 年 4 月 15 日まで、中国遼寧省撫順市各行政機関における 5 年

以内に退職予定の現役公務員男女 70 人を対象にして面接聞き取り調査を実施した。本調査

は 2011 年 1 月桜美林大学研究倫理委員会の承認を得て行った。有効回答は 60 人であった。 
 
Ⅳ．結果と考察 

本研究の調査結果は以下のとおりであった。 
１．対象者は配偶者に先立たれることに対し、最も不安を感じていた。また、人々は自

分の健康・身の回りの世話について極めて関心を持っていることが分かった。これらに加

えて、対象者は自分の健康と身の回りの世話より、家族の健康と身の回りの世話について

さらに不安を感じていることが分かった。これまでの中国における一人っ子の親世代の老

後不安に関する調査では、「配偶者に先立たれること」、「家族の健康」と「家族の身の回り

の世話」の項目は言及されていないため 5)6)、これらの結果は、本研究の特徴だと言えよう。 
２．健康度自己評価の低い者は高い者に比べ、配偶者に先立たれることへの不安度は有

意に高かった。「空の巣家庭」の中、自分の健康に自信がない人にとって、健康状態が低下

し、要介護状態になった場合、子どもの世話になれる保証はない。配偶者に先立たれると、

唯一な家族介護資源を失うことになるため、不安度が高いといえよう。次に、健康度自己

評価の低い者は高い者に比べ、家族の健康への不安度は高い傾向がみられた。自分の健康

状態が低下すると、配偶者・老親の介護ができないことに対し、不安を抱えているではな

いかと推察される。また、自分の健康状態について「健康ではないと思う」者は「健康だ

と思う」者より、自分の健康への不安度は有意に高かった。日本の研究では、現実の健康



状態の高低が健康不安に反映していることが明らかにされており、本研究の結果と一致す

るものであった 7)。 
３．将来子どもと同居したい者はそうでない者に比べ、家族の健康と身の回りの世話へ

の不安度はより低い傾向がみられた。一般に子どもと同居する高齢者はそうではない者よ

り子どもの経済的扶養・生活上の世話・精神面の慰めなどの様々な支援を獲得しやすいこ

とが認められている 8)9)10)11)。 
４．職位が高い人は低い人より自分の健康と身の回りの世話への不安度が高かった。し

かし、この結果については、解釈が付かなかった。今後、さらに追究していく必要がある

と考える。 
 
Ⅴ．本研究の限界と今後の課題 
 まず、対象者数が少なく、必ずしも中国の公務員の代表サンプルとは言えない。対象者

数を増やし、老後生活への不安に影響を与える要因を改めて明かにすることが今後の取り

組むべき課題である。次に、中国における公務員は収入がより安定しているため、本研究

においては経済的に恵まれている人の不安意識を中心に調査している可能性も否定できな

い。今後の研究で他の職種の人々の老後不安について研究する必要もあると考える。また、

本研究は日本の先行研究から不安項目を引用し、調査を実施したが、中国独自の不安項目

にも着目しながら、今後の研究を深めて行く必要があると考えられる。 
 
Ⅵ.おわりに 

本研究の結果を通し、以下の 2 つのことが分かった。 
１．中国都市部における 5 年以内に退職する予定の公務員は、これからの老後生活を考

え、配偶者に先立たれること、家族の健康と身の回りの世話、自分の健康と身の回りの世

話について最も不安を抱えている。 
２．共通している主な影響要因を見てみると、健康度自己評価、将来子どもとの同居意

識と職位は公務員の老後不安に影響を与える主な要因として挙げられる。 
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